
産婦人科サブスペシャリティ

その道を選んだ
先輩医師からみた魅力 

女性ヘルスケア編

は
じ
め
に

弘
前
大
学
を
卒
業
後
、
産
科

婦
人
科
学
教
室
に
入
局
し
ま
し

た
。
当
時
は
今
の
研
修
医
制
度

は
な
く
、
大
学
病
院
や
関
連
病

院
で
研
修
医
の
よ
う
な
勤
務
を

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
３
年

半
ほ
ど
関
連
病
院
で
過
し
た
後

大
学
に
戻
り
、
学
位
を
取
る
た

め
に
生
化
学
教
室
に
通
い
ま
し

た
。
昼
ま
で
産
婦
人
科
の
外
来

や
病
棟
の
仕
事
を
し
て
午
後
か

ら
（
手
術
あ
る
と
き
に
は
終
わ

っ
て
か
ら
）生
化
学
教
室
で
実

験
を
す
る
と
い
う
生
活
を
続
け

ま
し
た
。
当
時
通
っ
て
い
た
生

化
学
教
室
第
一
で
は
、
教
室
を

挙
げ
て
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
子
宮
頸
管
熟
化
の
生
化

学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
を
し

ま
し
た
。
途
中
か
ら
皮
膚
線
維

芽
細
胞
を
使
い
老
化
と
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
関
係
を
調
べ
、
こ
ち

ら
で
学
位
授
与
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
医
学
と
の
出
会
い

大
き
な
転
帰
と
な
る
の
は
、

平
成
13
年
、
弘
前
大
学
の
産
婦

人
科
前
教
授
の
水
沼
英
樹
先
生

が
着
任
さ
れ
た
時
か
ら
で
あ
り

ま
す
。
水
沼
先
生
は
、
も
と
も

と
生
殖
内
分
泌
（
不
妊
領
域
）

を
専
門
と
さ
れ
て
い
た
方
で
あ

り
ま
す
が
、
周
産
期
、
婦
人
科

腫
瘍
、
生
殖
内
分
泌
以
外
の
疾

患
分
野
の
治
療
や
予
防
に
も
産

婦
人
科
医
は
広
く
係
わ
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
社

会
の
ニ
ー
ズ
も
大
き
い
と
い
う

考
え
を
強
く
お
持
ち
で
し
た
。

主
な
活
動
の
場
は
日
本
更
年
期

医
学
会
（
後
の
日
本
女
性
医
学

学
会
）で
、
間
も
な
く
理
事
長

に
就
任
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

私
た
ち
も
積
極
的
に
参
加
す
る

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
更
年
期
に
ウ
ェ
ー
ト
を
置

き
な
が
ら
、
前
方
（
思
春
期
・

性
成
熟
期
）、
後
方
（
更
年
期

以
降
）を
俯
瞰
す
る
医
療
や
予

防
医
学
に
取
り
組
む
と
い
う
姿

勢
は
当
時
か
ら
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

日
本
女
性
医
学
学
会
の
誕

生
と
女
性
医
学
の
認
知

平
成
23
年
に
は
、
思
春
期
か

ら
老
年
期
ま
で
の
女
性
の
包
括

的
医
療
を
担
い
、
治
療
だ
け
で

無
く
予
防
医
学
も
行
う
と
い
う

活
動
内
容
に
則
し
て
学
会
名
称

が
日
本
女
性
医
学
学
会
に
変
わ

り
ま
し
た
。
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
に
お
け
る
認
知
度
も
急
激

に
変
化
し
ま
し
た
。
女
性
ヘ
ル

ス
ケ
ア
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
門
と
し
て

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
日
産
婦
総

会
学
術
集
会
で
も
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
26

年
に
は
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア

専
門
医
が
正
式
に
サ
ブ
ス

ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
承

認
さ
れ
、
産
科
婦
人
科
学

の
４
番
目
の
領
域
と
し
て

認
知
さ
れ
る
に
至
り
ま
し

た
。
日
本
女
性
医
学
学
会

で
は
、
こ
こ
数
年
は
、
会

員
数
が
年
約
10
％
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
認
知

度
と
社
会
か
ら
の
需
要
上

昇
の
側
面
の
一
つ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

保
健
学
科
に
職
場
が
変
わ

り
、
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
分
野

で
は
看
護
学
生
や
大
学
院
生
と

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
昨

年
産
婦
人
科
学
講
座
の
教
授
に

就
任
さ
れ
た
横
山
良
仁
先
生

の
、
女
性
医
学
へ
の
ご
理
解
の

も
と
大
学
病
院
で
も
従
来
通
り

女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
診
療
や
研

究
を
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
以
前
か
ら
の
健
康
維
持
外

来
（
更
年
期
障
害
、
骨
粗
鬆
症
、

骨
盤
臓
器
脱
な
ど
）を
継
続
し

て
行
う
の
み
な
ら
ず
、
腫
瘍
外

来
と
治
療
後
の
骨
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、

不
妊
カ
ッ
プ
ル
の
メ
ン
タ
ル
ス

ト
レ
ス
の
評
価
、
ま
た
大
学
を

挙
げ
て
行
っ
て
い
る
大
規
模
住

民
コ
ホ
ー
ト
で
の〝
母
子
手
帳

と
将
来
の
生
活
習
慣
病
の
関

連
〟な
ど
、
他
の
３
分
野
と
有

機
的
に
繫
が
る
と
い
う
女
性
医

学
の
核
心
と
も
言
え
る
よ
う
な

活
動
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
て

お
り
、
産
婦
人
科
教
室
の
面
々

に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
病
気

の
治
療
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、〝
そ
の
前
に
（
予
防
）、
そ

の
後
に
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）〟を
考
え
る

と
産
婦
人
科
の
専
門
領
域
が
何

で
あ
れ
、
結
局
は
女
性
医
学
に

到
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
確
信

す
る
と
と
も
に
、
女
性
医
学
的

な
考
え
方
は
若
い
う
ち
か
ら
身

に
付
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

仙
台
で
は
第
36
回
と
第
50
回

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
今
回
が

20
年
ぶ
り
４
度
目
と
な
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
は
東
北
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
特
に
太
平
洋
沿
岸
で
は
地

震
・
津
波
と
そ
の
後
に
起
こ
っ

た
原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
・
復

興
が
ま
だ
ま
だ
そ
の
途
上
に
あ

り
ま
す
。
震
災
の
年
に
は
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
か
ら
石
巻
や

気
仙
沼
、
宮
古
な
ど
の
病
院
に

人
的
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
も
東
北
連
合
産
科

婦
人
科
学
会
か
ら
の
要
請
に
応

え
て
い
た
だ
き
、
福
島
県
内
の

病
院
に
は
い
ま
だ
に
継
続
的
に

医
師
派
遣
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
の
学
会
で
は
そ
の
よ
う
な
全

国
か
ら
の
ご
支
援
に
応
え
る
べ

く
、
ま
た
東
北
の
元
気
を
全
国

に
発
信
す
べ
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
と
学
会
運
営
の
充
実
に
心

を
砕
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
従

来
と
は
一
味
違
う
学
会
に
な
る

「Plus One Project 未来の産婦人科医育成
セミナー～全国の若手医師と交流しよう～」

（POP2セミナー）開催報告
2017年5月に第1回目のPOP2セミナー（Plus One Project for 
Postgraduate Year 2 Seminar）が開催されました。本セミ
ナーは、進路を決定する直
前の初期臨床研修医2年目に
産婦人科診療の魅力をより
ダイレクトに伝えることが
目的です。第1回では分娩・
胎児超音波・腹腔鏡手術・
会陰縫合・NCPR・顕微授精のハンズオンセミナーを「さわり」
に留まらず時間をかけて指導し、体験してもらいました。ま
た、患者さん・主治医・司会者の対談形式の講演会では患者
さんと主治医の生の声を届けました。技術指導に当たるのは
全国から集まったやる気に溢れた若手医師たちです。参加者
は、若手医師との交流を通して産婦人科専攻した自身の将来
像を具体的に描くきっかけを作ることができます。136名の
参加者からは「来てよかった」との多くの声を頂きました。

第2回POP2セミナー開催について
第2回POP2セミナーは2018年5月26日（土)～ 27日（日）に東
京で開催予定です。現在若手委員がさらなる魅力的なプロ
グラムを作成中です。リクルートの一つとして活用して頂
ければと思います。開催のお知らせ配信をお待ちください！

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
集
会
で
は
、会
長
講
演
、特

別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講

演
・
討
論
は
原
則
日
本
語
で
行

い
ま
す
。た
だ
し
海
外
か
ら
の

参
加
者
の
た
め
に
、
日
本
語
を

英
語
に
同
時
通
訳
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
海
外
か
ら
の
参
加
者
の

質
疑
に
備
え
て
、
英
語
か
ら
日

本
語
へ
の
同
時
通
訳
も
行
い
ま

す
。
ま
た
学
会
ア
プ
リ
は
、
例

年
同
様
演
題
検
索
ア
プ
リ
を
用

意
し
ま
す
。
今
回
よ
り
演
題
検

索
ア
プ
リ
上
で
当
日
の
ラ
ン
チ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

International W
orkshop for Ju-

nior Fellow
s

（
Ｉ
Ｗ
Ｊ
Ｆ
）
で
は
、

テ
ー
マ
を
「
１
．Cross-coun-

try differences in routine 

p
renatal exam

inations

」 

「
２
．W

ork-life balance for 

O
B/GYN

 doctors: Pregnancy 

and parenthood w
ith ca-

reers

」 

と
し
て
お
り
ま
す
。
医

学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
１
．

産
婦
人
科
医
の
地
域

偏
在
を
解
消
す
る
に

は
～
地
元
の
産
婦
人

科
医
療
を
見
つ
め
る

～
」「
２
．
家
族
性

腫
瘍
へ
の
対
応
～
も
し
あ
な
た

が
家
族
性
腫
瘍
の
家
系
だ
っ
た

ら
？
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
学

部
生
が
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い

ま
す
。

仙
台
は
町
中
を
広
瀬
川
と
い

う
清
流
が
流
れ
、
海
と
言
え
ば

日
本
三
景
の
松
島
、
山
と
言
え

ば
蔵
王
と
思
い
浮
か
ぶ
よ
う

に
、
国
内
で
も
有
数
の
豊
か
な

自
然
環
境
の
中
に
あ
る
町
で
、

世
界
遺
産
の
平
泉
に
も
日
帰
り

旅
行
が
容
易
で
す
。全
国
か
ら
、

ま
た
世
界
中
か
ら
参
加
し
て
い

た
だ
く
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

実
り
多
い
学
会
に
な
り
ま
す
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

70
th A

nnual C
ongress of th

e Japan Society of O
bstetrics and G

ynecology

第
70
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術
講
演
会

２
０
１
８
年
５
月
10
日
木
〜
13
日
日

会
期
：

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
、東
北
大
学
百
周
年
記
念
会
館
川
内
萩
ホ
ー
ル

会
場
：

八
重
樫
伸
生

学
術
集
会
長
：

東
北
大
学
教
授

開催
予告
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▲ 全文は WEB サイトに掲載しています。ぜひご覧ください！

学術講演会参加費優待

※学生証、証明書をご提示ください。

★ 医学生
★ 初期研修医（非会員）
★ 初期研修医（会員）

無料
3,000 円

 無料

70
th  Annual Congress of the JSOG

2012 年、第 64 回日本産科婦人科学会シンポジウム（中高
年に対する女性医学の展開）終了後、演者、座長の先生方
と（左から 3 人目筆者）

樋
口
　
毅

弘
前
大
学
大
学
院
　
保
健
学
研
究
科

看
護
学
領
域

卒
後
31
年
目

趣
味
　
史
跡
探
訪
、ベ
ラ
ン
ダ
菜
園

JSOG  Newsletter

JSOG  Newsletter

Reason for your choice
わたしたちの医療は “新しい生命”を生み出すためのものです。   
ひとつでも多くの生命の誕生のために。  すべての女性のために。　 いま、わたしたちができることを… 公益社団法人 日本産科婦人科学会

Japan Society of Obstetrics and Gynecology

きみのちからで、きっと未来は明るくなる。

公益社団法人 日本産科婦人科学会
Japan Society of Obstetrics and Gynecology www. jsog.or. jp
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私が産婦人科に興味を持ったのは、学生時代に分娩を見学したことがきっ
かけです。分娩や帝王切開のダイナミックさにとても感動したことを覚え
ています。様々な科をローテートする中で、手術などの外科手技をしたい
と思うようになりました。手術によって状態が劇的に改善する患者さんを
実際に見て、やりがいを感じたからです。学生時代から漠然と興味を持っ
ていた産婦人科には、内科・外科両方の要素があり、自分にぴったりだと
考え、産婦人科で専門医研修をすることに決めました。
現在は専門医研修2年
目で、周産期・腫瘍・女

性医学・不妊内分泌のそれ
ぞれの分野を総合的に学んで

います。患者さんが無事に退院で
きたり、ありがとうという言葉をもらったりしたときはとても嬉

しく思います。女性のすべてのライフステージに関わることがで
き、責任とやりがいのある分野だと考えます。今後、知識と技術
の向上はもちろんですが、常に一方的ではなく患者さんと悩みを
共有しながら診療していける医師になれるよう研鑽を積みたいと
思います。

私が産婦人科を志す理由は妊娠と出産を支えていく事にやりがいを感じ
るからです。医療従事者としておめでたい現場に立ち会える産婦人科は
特別だと思います。その反面で研修中に危険な出産や悲しい結果になっ
てしまった出産にも立ち会いました。すでに日本は世界的にも妊産婦死
亡率や周産期死亡率が低い国ですが、未だに根治的な治療法のない疾
患もあるのが現状です。今後はさらに安全な妊娠、出産ができるような
医療の発展へ少しでも貢献したいと考えております。

また実際に産婦人科での研修をして外科手技の面白さ
を経験することができま
した。内科、外科という枠
組みを超えた様々な魅力のあ
る科であることがわかりました。

産婦人科は女性だけを対象とする科と言われることもありま
すが胎児を含めればそうではないと考えられます。新生児の長
期的な健康状態の向上には妊娠の管理が非常に重要です。
私は医師としてたくさんの事を勉強していかなくてはなりません。患
者さんのことを常に思いやれるような医師であるよう励んでいきた
いです。 徳島大学 産婦人科・正木理恵獨協医科大学病院臨床研修医・和田善光

私が産婦人科を
選んだ理由妊娠と出産を支えて

いく事にやりがい

研修医の声
研修医の方々に、産婦人科を選んだ理由や、
産婦人科に寄せる夢を語って頂きました。
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産
婦
人
科
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
産
婦
人
科
と
他
科
を
迷
っ
て
い
る
人
」
や
「
産

婦
人
科
に
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
人
」
を
対
象
に
、

産
婦
人
科
の
魅
力
が
十

分
伝
わ
り
、
不
安
要
素

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
そ

れ
を
払
し
ょ
く
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
産
婦
人
科
の
基
本

手
技
に
つ
い
て
指
導
す

る
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ

ー
と
、
参
加
者
の
疑
問

や
不
安
を
解
消
す
る

種
々
の
企
画
を
準
備
し

ま
し
た
。
運
営
は
未
来

委
員
会
内
の
若
手
委
員

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
中
心
と
な
っ
て
行

い
、
参
加
者
へ
の
指
導

は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

若
手
実
行
委
員
40
名
が

行
い
ま
し
た
。

１
日
目
は
分
娩
介
助

実
習
、
超
音
波
実
習
、
Ｃ

Ｔ
Ｇ
判
読
実
習
、
新
生
児

蘇
生
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

用
い
た
分
娩
介
助
実
習
で

は
、
指
導
者
の
熱
意
が
伝

わ
る
の
か
大
変
盛
況
で
、

児
を
取
り
上
げ
る
度
に
大

き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。
超
音
波
実
習
で

見
せ
る
参
加
者
の
真
剣
な

眼
差
し
は
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

Ｃ
Ｔ
Ｇ
判
読
か
ら
新
生

児
蘇
生
へ
と
繋
が
る
実
習

は
、
臨
場
感
を
待
た
せ
る
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
緊

張
感
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

懇
親
会
も
例
年
に
劣
ら
ず
盛
況
で
、
特
に
Ｎ
Ｓ

Ｔ
管
弦
楽
団
に
よ
る
演
奏
は
大
変
盛
り
上
が
り
、

産
婦
人
科
医
に
よ
る
素
敵
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

参
加
者
は
大
変
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

夕
食
懇
親
会
後
の
復
習
コ
ー
ス
で
は
、
も
っ
と

学
び
た
い
と
い
う
参
加
者
の
熱
量
に
圧
倒
さ
れ
る

よ
う
な
印
象
で
し
た
。

さ
ら
に
、産
婦
人
科
医
に
な
っ
た
後
の
近
未
来
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、４
つ
の
企
画
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。ど
の
ブ
ー
ス
で
も
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
男
性
企
画
で
は
、
男
性
産
婦
人
科
医
を

目
指
す
参
加
者
の
背
中
を
ド
ン
と
押
す
よ
う
な
熱

い
一
体
感
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
手
術
実
習
と
し
て
腹
腔
鏡
手
技
と
縫

合
・
結
紮
手
技
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
対
抗

戦
な
ど
も
行
い
、
楽
し
み
な
が
ら
も
も
っ
と
上
手

く
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
引
き
出
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
病
理
実
習
は
「D

r. G
yne

」
と
称
し

ク
イ
ズ
形
式
の
グ
ル
ー
プ
対
抗
戦
を
行
い
ま
し

た
。
回
答
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
見
ら
れ
る
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
ョ
ン
企
画
で
は
、
な
ぜ
産
婦
人
科
医
を

目
指
し
た
の
か
、
産
婦
人
科
医
に
な
っ
た
ら
ど
の

よ
う
な
生
活
な
の
か
と
い
っ
た
参
加
者
が
本
当
に

知
り
た
い
情
報
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
伝
え
て

い
ま
し
た
。

全
日
程
が
終
了
後
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
若

手
実
行
委
員
と
参
加
者
が
、
楽
し
そ
う
に
記
念
撮

影
を
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
の
成
功
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

サマースクールinかずさ
第11回産婦人科 開催報告

木更津市「かずさアーク」8.19Sat-20Sun2017.
千
葉
県

第11回サマースクールには、215名の医学生と初期研修医が参加してくれました。
国際学会にも対応可能なかずさアカデミアパークに開催地を移し、申し分ない環境
でセミナーが開催できました。

私は、学生時代から将来は産婦人科として働こうと考えていました。理由としては様々
ありますがその一つに手技の多さが挙げられます。産婦人科はエコーや腹腔鏡など
非常に様々な手技が必要とされている診療科です。研修医になり患者さんに対してそ
の手技を施す機会が増えました。もちろんうまく行うには程遠く、上級医にご指導い
ただいています。サマースクールは実習がメインの日程です。普段あまり聞けないこと
も気兼ねなく聞け、普段抱えている疑問を解消できる良い機会でした。私のように手
技の再確認の目的でも良いですが、これから産婦人科を回る方にとっては産婦人科
の機器に親しむ良い機会になるのではないかと思います。
また、サマースクールには全国各地から多くの同期が集まります。同じ志を持つ方も
いましたし、まだどこの診療科にしようか悩んでいる方もいました。休憩時間には普
段は語ることができない他県の実情やどのような研修生活を送っているかなど話すこ
とができとても良い刺激になりました。
私は来年度からは産婦人科医として働きます。サマースクールに参加した経験は非常
に大きな財産です。産婦人科に少しでも興味がある方は是非参加してみてください。
きっと何か大きなものが得られるはずです。

 （新潟県立新発田病院研修医・菅井駿也）

学生の頃から産婦人科になんとなく興味を持っていて、今後どの診療科に進むか悩ん
でいた際に、研修先の先生に勧められて参加しました。
1日目はNCPR、CTG、分娩、超音波の実習で、普段は後ろから見学していることの多
いことを体感することができました。また、2日間共に過ごすグループで実習したため
お互いの距離もすぐに縮めることができました。
2日目の手術の実習では、腹腔鏡手術の練習で実際に鉗子を扱うこと、結紮・縫合の
練習をすることなど、一つ一つ丁寧に指導していただきました。
このサマースクールに参加して経験したことは、今後の研修においても勉強になりました。
また産婦人科に興味を持っている学生・研修医と2日間も交流する機会はなかなかな
いことなので、みんながどんな考えなのか、どのようなことを意識しているのかを共
有でき、非常にためになりました。
若手の産婦人科の先生とも話す機会があり、今後自分が産婦人科に進んだ場合にど
うなるかというビジョンを得ることができました。
このサマースクールを通して、産婦人科に進もうという思いが強くなりました。
産婦人科に進もうと少しでも考えている方は是非とも参加してみてください！

（JA廣島総合病院初期研修医・宇山拓澄）
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